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水利用実態を考慮し、景観

や動植物の生息・生育環境

等の保全に努め、河川水の

適正な利用を図り、関係機

関と調整・連携して、合理

的な水利用の推進に努めま

す。

伏流しやすい地形・地質に

より瀬切れが頻発する河川

特性、多数の慣行水利権や

伏流水・地下水取水等の複

雑な水利用実態等、正常流

量の課題となっている事項

について、引き続き調査し

ていきます。

渇水時の同時流量観測、表流水

や伏流水、地下水との関連性調

査などにより、伏没還元機構の

把握及び、水利用実態調査、並

びに流況の変化による魚類の移

動状況の把握などの調査を行い、

正常流量の設定に向けて検討を

行います。

目 標 実施内容

利水 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持
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環境 河川環境の整備と保全

(1)多様な動植物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出

鈴鹿川及び鈴鹿川派川の河口部において、干潟や砂浜、塩性湿地の保全・創出を図ります。

中～下流部において、砂州・砂礫河原の保全・創出を図ります。

多様な魚類が生息する瀬淵の保全・創出を図ります。

瀬切れ発生時においても魚類が退避できるような淵やたまりの保全・創出を図ります。

(2)良質な水質の保全

良好な河川水質の維持のために、関係機関との連携・調整を図るとともに、経過監視等による水質の保全に

努めます。

水生生物調査等の活動を通じて、地域住民への水質についての啓発を行います。

(3)良好な景観の維持・形成

砂州に代表される河川景観や、渡り鳥の中継地となる河口部の干潟とコンビナートが隣接する独特の景観、

東海道で最も長い畷道で桜並木が名所となっている太岡寺畷などの鈴鹿川を特徴づける景観等の保全に努め、

良好な水辺景観についても維持・形成に努めます。

(4)人と河川の豊かなふれあいの場の確保

鈴鹿川緑地などの憩いの場や交流の場として利用される既存の親水施設等の保全に努め、地域住民との連携

による利活用を目指すと共に、良好なまちと水辺が融合した空間形成の円滑な推進に努めます。

伊勢国分寺や伊勢国府、旧東海道等、この地域の中心地として栄えた歴史と深い関わりをもつ流域として、

歴史や文化にまつわる空間の保全・整備に努めます。

目 標

なわてみち たいこうじなわて
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河川の整備の実施に関する事項
堤防整備：堤防断面不足や基盤漏水・堤防のすべり破壊等により堤防の弱体が懸念される箇所での 堤防整

備（計画堤防断面及び浸透対策）を実施します。

河道掘削：整備計画流量が流下した場合、家屋浸水を発生させないように河道掘削を実施します。

地盤改良：堤防の地盤改良等、耐震対策を実施します。【鈴鹿川・派川】

危機管理対策：河川防災拠点等の整備、広域防災ネットワークの構築、情報伝達体制の充実、河川情報シス

テムの整備を実施します。
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